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（Padilla et al., 1995）。また、脳イメージング研究では、プロ通訳者は大脳半球間の情報のやり
取りに関わる脳梁属性で異なっている（Elmer et al., 2011）という研究結果もあり、このような
研究は同時通訳者の脳活動が非通訳者とは異なる脳活動を示す可能性を示唆している。これまで
通訳の認知プロセスに関する多くの脳イメージングの研究では、単語・短文レベルの逐次通訳時
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